
札幌管区気象台 

火山専門委員会資料（北海道駒ヶ岳） 

78 
北海道駒ヶ岳 

北 海 道 駒 ヶ 岳 

札 幌 管 区 気 象 台 

地域火山監視・警報センター 

 
〇火山活動評価 

火山活動は静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。 

 

○噴火警報・予報及び噴火警戒レベルの状況（2024年７月～2025年６月） 

2024 年７月以降の発表履歴 現在の警報・予報（噴火警戒レベル、キーワード） 

変更なし 噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意） 

 
○2024 年７月～2025 年６月の活動概況 

・噴気などの表面現象の状況（図１-①～③、図２～10） 

山頂に設置した監視カメラでは、昭和４年火口及び明治火口でごく弱い噴気を観測しました。昭 

和４年火口でごく弱い噴気を観測した日数は、2021 年頃と比べて明瞭に増加していますが、引き続

き、山麓に設置した監視カメラで噴気を観測することはまれな状態であり、噴気活動は低調な状態

です。 

2024 年９月 12 日及び 10 月 18 日に国土交通省北海道開発局の協力により実施した上空からの観

測や 2024 年 10 月 17 日及び 2025 年５月 28 日に山頂火口原で実施した現地調査では、各火口の噴

気や地熱域等の状況に特段の変化は認められませんでした。 

 

・地震及び微動の発生状況（図１-④～⑥、図 11～12） 

2023 年 12 月から 2024 年３月頃にかけて山頂火口原浅部（海抜下１km 付近）を震源とする振幅

の小さな低周波地震や火山性微動が発生しましたが、その後地震活動は低調な状態です。地震は主

に山頂火口原浅部で発生しました。 

火山性微動は観測されていません。 

    

・地殻変動の状況（図 13～15） 

GNSS連続観測では、2022年頃から山頂火口原浅部の膨張を示すと考えられるわずかな変化が一部

の基線で認められていましたが、2024年１月頃から概ね停滞し、その後特段の変化は認められてい

ません。山頂火口原付近を挟む基線では、長期にわたり断続的な伸長傾向が続いています。  

５月27日から30日にかけて行った山頂付近のGNSS繰り返し観測では、2015年頃から見られていた

昭和４年火口付近を囲む基線の伸長傾向に鈍化が認められます。 
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図１ 北海道駒ヶ岳 火山活動経過図（1957年１月～2025年６月） 
各火口の位置は図５を参照してください。 
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図２ 北海道駒ヶ岳 南東側から見た山頂火口原の状況（鹿部公園南東監視カメラによる） 

図３ 北海道駒ヶ岳 南西側から見た昭和４年火口付近の状況（剣ヶ峯監視カメラによる） 

図４ 北海道駒ヶ岳 昭和４年火口のごく弱い噴気を観測した日数（2016年１月～2025年６月） 

山頂部に設置した剣ヶ峯監視カメラ及び駒ヶ岳山頂（道）監視カメラ（位置は図５、

図15参照）による観測結果です。冬季は雪氷付着のため欠測日が多くなる傾向があり

ます。 

昭和４年火口の 
ごく弱い噴気 

昭和４年火口の 
ごく弱い噴気 
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図５ 北海道駒ヶ岳 周辺図と写真 

及び赤外熱映像の撮影方向（矢印） 

図７ 北海道駒ヶ岳 昭和４年火口及び明治火口の地表面温度分布（上：図５の②から撮影、下：

図５の③から撮影） 
2024 年３月の赤外熱映像破線円内の高温域は日射の影響によるものです。 
雪面は周辺より低温で観測されています。 

・昭和４年火口では、南側火口壁のごく弱い噴気及び地熱域（白円内）を引き続き確認しま

した。 

・明治火口西側火口壁に弱い地熱域（橙円内）を引き続き確認しました。 

国土交通省北海道開発局の協力による 

明治火口 

西側火口壁 
昭和４年火口 

南側火口壁 

2024 年３月 27 日 

明治火口 

西側火口壁の地熱域 
昭和４年火口南側

火口壁の地熱域 

2024 年３月 27 日 13 時 00 分 天気：快晴 

国土交通省北海道開発局 
の協力による 

国土交通省北海道開発局の協力による 

明治火口 

西側火口壁の地熱域 

昭和４年火口 

南側火口壁 

2024 年９月 12 日 

昭和４年火口南側

火口壁の地熱域 
明治火口 

西側火口壁の地熱域 

2024 年９月 12 日 15 時 50 分 天気：晴 

国土交通省北海道開発局の協力による 

2024 年 10 月 18 日 

国土交通省北海道開発局の協力による 

昭和４年火口 

南側火口壁の弱い噴気 
明治火口 

昭和17年火口 

繭形
まゆがた

火口 

昭和４年火口 

明治火口 

剣ヶ峯 

監視カメラ 瓢 形
ひさごがた

火口 

96 年南火口列 

昭和 17 年大亀裂 
500ｍ 

③ 
④ 

② 
⑤ 

① 

図６ 北海道駒ヶ岳 昭和４年火口の状況（図５の①から

撮影） 

日射の影響 
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図８ 北海道駒ヶ岳 赤外熱映像装置による昭和４年火口の地表面温度分布（図５の④から撮影） 

・南側火口壁付近からの噴気の状況に特段の変化は認められませんでした。 

・2024 年５月と 2024 年 10 月の観測では、局所的にやや温度の高い領域（橙破線内）が複

数認められるなど、火口内の地表面温度分布にごくわずかな変化が認められましたが、

2025 年５月の観測では、日射の影響で明瞭には確認できませんでした。 

2024 年 10 月 17 日 15 時 09 分  
天気：快晴 気温：12℃ 

高温域 

2024 年 10 月 17 日 

南側火口壁の弱い噴気 

2024 年５月 30日 16 時 56 分  
天気：曇 気温：12℃ 

高温域 

2024 年５月 30日 

南側火口壁の弱い噴気 

2025 年５月 28日 

南側火口壁の弱い噴気 

2025 年５月 28日 13 時 30 分 
天気：晴 気温：18℃ 

高温域 
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2025 年５月 28日 14 時 34 分 
天気：晴 気温：18℃ 

2025 年５月 28日 

2024 年５月 30日 2024 年５月 30日 18 時 00 分 
天気：曇 気温：10℃ 

2024 年 10 月 17 日 16 時 34 分 
天気：快晴 気温：９℃ 

2024 年 10 月 17 日 

図９ 北海道駒ヶ岳 赤外熱映像装置による明治火口の地表面温度分布（図５の⑤から撮影） 

・2024 年５月と 2024 年 10 月の観測では、一部の噴気孔付近でごくわずかに温度の高い状態が

認められましたが、2025 年５月の観測では、日射の影響で明瞭には確認できませんでした。 
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図11 北海道駒ヶ岳 火山性地震の震源分布（2016年１月～2025年６月） 
●印：2016年１月～2024年６月の震源 ●印：2024年７月～2025年６月の震源 

＋印：地震観測点 

深さ 

時空間分布図（南北投影） 

深さ 

震央分布図 

深さの時系列分布図 断面図（東西投影） 

年 

年 

図10 北海道駒ヶ岳 昭和４年火口の温度の推移（1996年～2025年） 
           96主火口及び98火口の温度は、昭和４年火口北西側火口縁（距離約130ｍ）から測定、

南側火口壁の温度は、昭和４年火口北西側火口縁（距離約130ｍ）または北側火口縁

（距離約150ｍ）から測定した値です。 
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震央分布図 時空間分布図（南北投影） 

 

断面図（東西投影） 

規模別頻度分布 

図12 北海道駒ヶ岳 一元化震源分布図（1997年10月～2025年６月、深さ35km以浅） 
規模別頻度分布から判断して、マグニチュード1.2程度以下の地震は検知できていない 

可能性があります。 

 

●：1997年10月～2024年６月の震源 

●：2024年７月～2025年６月の震源 

●：深部低周波地震 

ＭＴ図及び回数積算図 

深さ 
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図13 北海道駒ヶ岳 GNSS連続観測による基線長変化（2001年４月～2025年６月） 
グラフ①～⑤は観測点配置図（図14）の基線①～⑤に対応しています。 

グラフの空白部分は欠測を示します。 

・2022年頃から山頂部の一部基線でわずかな伸長（赤矢印）が見られていましたが、2024年１

月頃からは概ね停滞しています。 

（国）：国土地理院 

図14 北海道駒ヶ岳 GNSS連続観測の

観測点配置図 



札幌管区気象台 

火山専門委員会資料（北海道駒ヶ岳） 

87 
北海道駒ヶ岳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図15 北海道駒ヶ岳 GNSS繰り返し観測による火口付近の基線長変化（2002年４月～2025年５月） 

          及び観測点配置図 
GNSS基線①～③は観測点配置図の①～③に対応しています。 

2013年に解析方法を変更しています。○は従前の解析方法での解析結果、●は新しい解

析手法での解析結果を示します（2010年～2012年のデータを再解析した結果を含む）。 

2023年の観測は2019年の観測との間隔が開いていることから、破線で描いています。 

・昭和４年火口付近を囲む基線では、2004年以降断続的に伸びが見られ、2015年頃から伸長傾

向が続いていましたが、昨年から今年にかけてはその傾向がやや鈍化しています。 

HK10 

HK04 

HK07 

① 

② 

③ 
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図16 北海道駒ヶ岳 観測点配置図 
各機器の配置図は、広域図内の太枠線で囲まれた領域を拡大したものです。 

＋印は観測点の位置を示しています。 

気象庁以外の機関の観測点には以下の記号を付しています。 

（国）：国土地理院 

（北）：北海道大学 

（防）：国立研究開発法人防災科学技術研究所 

（道）：北海道 


